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午前・午後 １０時３０分 

東郷町議会議長 加藤 宏明 殿 

                東郷町議会議員   会派 明翔とうごう 

                議席番号 １１番  氏名 水川 淳      

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問（一問一答方式・一括質問方式）したいので通告します。  

記  

                            №  ２－１   

質問事項  質   問   要   旨  答弁者  

 

１  本町の国民健

康保険税につい

て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民健康保険は、社会保険・協会けんぽの

被保険者も、後期高齢者医療保険の適用まで

の間は対象となる。すなわち、ほとんどの町

民が、いずれは国保税の納税対象者となるが、

国保税がはじめて請求されると、概ねその額

の大きさに驚く。  

なぜ驚かれるのか、  

なぜ額が大きいと感じられるのか、  

それは東郷町に限った話なのか、  

額を抑えることができるのか。  

断面的には町民の 17％程が対象となるが、

多くの町民が通らなければならない「関所」

ともいえる国民健康保険の仕組みをあらため

て確認・検証する。  

 

⑴  端的に、東郷町の国保税は他の自治体

と比較して高いのか。  

⑵  愛知県が保険者となって数年が経過し

たが、そのメリットとデメリットは。  

⑶  東郷町の国保税について、町民ひとり

ひとりの負担を抑えていくために今やら

なければならないことは何か。  

 

  

 

 

町長  

担当部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。



                １１番氏名  水川  淳   №  ２－２   

質問事項  質   問   要   旨  答弁者  

 

２  東 郷 町 施 設

サ ー ビ ス 株 式

会 社 に つ い て

の町長の考え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  本 町 の 子 ど

も 議 会 の 立 ち

位置、意義につ

いて  

 

議員時代に、 TIS について数回におよぶ質

問を行うなど、問題意識の極めて高い町長が、

株主として権限を有し３年半ほど経過した。

町長が考えていた TIS の課題を確認し、町長

が考える TIS のあるべき姿について問う。  

 

⑴  前社長と現社長の違いは。  

⑵  指定管理業務以外の事業について、見

直されたり、縮小されている印象がある

が、町長の意向か。  

⑶  一人株主解消についてのロードマップ

は。  

⑷  制度の創設から何年か経過し、指定管

理者の選択肢は広がっている。今後の指

定管理者の選び方についての考えは。  

 

 

「主権者教育」を意義として各地で取り組

まれており、本町の子ども議会も、議会の一

般質問を端緒として、一昨年度から突如はじ

まった。  

しかし、現状を見ると、子どもからの要望・

意見の集約の場としての意義はあるものの、

「地方議会」という機関の役割や責任を理解

する場とはほど遠く、「主権者教育」にふさわ

しくないと考える町民も少なくない。  

 

⑴  第一回開催の準備段階では学校教育課

が所管であったが、開催時および現在は企

画情報課が所管となっている。理由は。  

⑵  各学校や地区、あるいは属性のある団

体などの代表を「議員」として開催しない

理由は。  

⑶  行政が意見集約する場であるため、「懇

談会」や「意見交換会」の呼称がふさわし

いと考えるが、なぜ「議会」という呼称を

用いるのか。  

⑷  「子ども議会」での答弁と、実際の対応

が異なる状況がある。我々の議会において

生じた場合、看過できない大問題であると

考えるが、見解は。  

 

町長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長  

教育長  

担当部長  

 

（注）要旨は、具体的に記載すること。  


